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I .日本産シロカネソウ属 5種の染色体数は 2 n = 3 5 である乙とが報告され，乙の属 lζ近縁なチチブシ
ロカネソウ属， lsopyrum ， オダマキ属などの染色体数が 2 n = 1 4 であるととより，シロカネソウ属
の種は基本数が 7 の 5倍体であると推定されていた。しかし日本産のすべての種類で染色体数 2n = 
3 6 を観察し，花粉母細胞の減数分裂において 1 8個の 2 価染色体が見られ，正常に減数分裂が行わ
れている乙とより，乙れらは 5倍体ではないことを明らかにした。最近，中国産の種で染色体数 2n
=24 が報告されたととより， 乙の属における染色体基本数は x=6 とみなされ，日本産のものは 6倍
体であると推定した。
ll. 日本産シロカネソウ属には 8 種 1 変種が知られていたが，あらたに 1 変種ハイサパノオ (D. carｭ




















Isopyrum ， シロカネソウ属などはシロカネソウ亜科に，オウレン属， Asteroρyrum はオウレン亜科
に分類されていた。しかしシロカネソウ属の染色体基本数が Isopyrum やその他の属とは異なると
とが明らかとなり，基本数の違いにより両亜科を分ける乙とはできなくなった。従って，新たに両亜科









シロカネソウ属には，多様化した約 1 9 の種が知られており，これらを日本に分布する Sect. Hutchｭ





に関して詳細に比較し，上認の 2 Sect. に分っととの妥当性をあきらかにした。乙の研究過程において同
君は， Sect. Hutc hins onia ，ζ1 変種ハイサパノオDichocarpum dicarρon var. decumbens 
Tamura & Kosuge を発見・記載した。ついで同君は日本産シロカネソウ属のすべての種類 (8種 2
変種)について細胞分類学的研究を行い，染色体数はいずれも 2n = 36 であり，花粉母細胞の減数分裂
を観察すると 2 価染色体が 1 8 個である乙とをあきらかにした。乙の知見によって Sect. Hutchinsonia 
k属する種は 2n=35 であり，それらは基本数が 7 の 5 倍体であるとの従来の推定は否定された。自己
の知見と中国大陸産のD .adiantijolz.um が2n=24 であるとの黒沢 (1971) の報告とを勘案し，
同君はシロカネソウ属の染色体の基本数は x =6 であると推定して Sect. Hutchinsonia H=属する種は 6
倍体， Sect. Dichoc arpum R:属する種は 4倍体であり，乙の属内lとは倍数性の認められる ζ とから乙




皮脈理との相違に基づいて 2 連を置き さらにそのおのおのに 2 亜連を置く新分類を提出した。
以上の諸結果とそれらに基づくシロカネソウ亜科の分類刷新はキンポウゲ科の系統分類学における重要
な研宛隼展であり， 7 部からなる小官君の提出論文は理学博士の学位論文として十分な価値をもつものと
認められる。
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